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を導入した｡行列Lは行列Rの逆行列である｡ この関数は流れ iiのPotentialである :
ii-∂サ[x,x]/∂xi.
これらの散逸関数を用いて,変数原理 [Ⅰ]を次のように書くことができる :










































































































































































































































































































































Lp(i)≒pc/三轟 中 空 十i[H'･_空 ]-j凍 pxce士 - (i･19)
であり衝突項は





pclこdxpc-x ig ± E〆 士`'-,･･E-pxc-0･






舟 [¢(+),¢(I)]三 (申(I),i(S)¢(+))ニー(¢(+),j･E) (5.24)
に等しい.極値問題を定式化するに当って本質的なところは,対称な演算子L(S)を導入
したところである｡この点は,Nakano-Hattori理論と同じ論理である｡ここでは,衝突項
をとり出すことで,L(S)を導入した｡この意味で,不可逆性の導入はBoltzmannの流れを
汲むものである｡
[5-3】 結論
以上2つの方法を比較してみるとNakano-Hattori理論は,密度行列の摂動項のうちか
ら時問反転に関してevenな部分を消去することでBoltzmann衝突項に該当する効果がと
り出せることを示したものである.一方,対称な演算子L(S)の存在は,詳細釣合いの条
件を満たす散乱過程の存在を前提していることが分る｡evenpartsの消去に伴う情報の縮
約が確率の介入を招くのである｡
更に,NakanoIHatori理論で導入される演算子L,(5.7)はHに関する二重交換子の時
間積分をとることを含んでおり,彼らのHに散乱中心との相互作用を含めておけば,
[5-2]で解説したBoltzmannの精神を復活させることができる.どちらの理論でも輸送
係数に対するKubo-Nakano公式が得られる点は共通している｡時間相関々数表式が求め
られる上,相関々数は有限の緩和時間で減衰すること･(この点が不可逆性の本質であるこ
とを強調する)が変分法では自然にとり入れられているのである｡Kubo理論との大きな
相異点の1つである｡ Nakano･Hattori理論は,散乱中心の性質に関してどの様なモデルを
導入することなしに,極めて一般的な方法で不可逆性を導入したのであり,方法論的価値
の最も高い概念であろう｡
最後に,中野藤生,北原和夫,小嶋泉の諸氏にはいつもいろいろ親切な議論をしていた
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だいた｡大変お世話になったことを記して諸氏に謝意を表します｡執筆を勧めて下さった
池田研介氏にお礼を申し上げます｡
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